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問題
下記の資料（図）は、法務省『令和 年版 犯罪白書』（ 年） 頁に掲載されたもの（抜粋）

である。
交通事故（道路交通法２条１項１号に規定する道路において、車両等及び列車の交通によって起こされ

た事故に係るものであり、昭和 年以降は、人身事故に限る。）の発生件数及び交通事故による死傷者
数の推移（昭和 年以降）は、 図のとおりである。
交通事故の発生件数（第一当事者（事故当事者のうち最も過失の重い者をいい、過失が同程度の場合

は、人身損傷程度が軽い者をいう。）が自動車、自動二輪車及び原動機付自転車の運転者に係るものに限
る。）の推移（最近 年間）を第一当事者の年齢層別に見ると、 図のとおりである。
これらの資料（図）から読み取れることを 字から 字以内でまとめなさい。



問題２
下記の資料（図）は、法務省『令和 年版 犯罪白書』（ 年） 頁に掲載されたもの（抜粋）

である。
最近 年間の過失運転致死傷等の検挙人員の推移及び危険運転致死傷の検挙人員の推移を見ると、

図のとおりである。
危険運転致死傷は増加傾向にあるが、これを減少させるため、どのような方法や取り組みが効果的かに

ついて自分の考えを踏まえて 字から 字以内で述べなさい。


